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45. 最近経験せる小児外科症例の検討
緒方創，横山宏，海保先
本多満，渡辺寛
最近経験せる小児外科症例のおもなものは腸重積症 
10例，先天性幽門狭窄症 5例， 胃穿孔による腹膜炎 1
例，瞬帯へJレニヤ l例，輪状醇 l例，先天性小腸閉鎖症 
l例であり，死亡は胃穿孔及び小腸閉鎖の 2例であっ
た。
腸重積症は原則としてオペリヂン筋注後非観血的整復
を行ない不成功例に手術を施行したが非観血的整復術の
成功率は 70%で成績は良好といえないが全身麻酔の併
用により改善が期待される。先天性幽門狭窄症はいずれ
も Ramstedt氏手術により全例治癒せしめたが， 1例術
後 3日目回盲部の捻転症併発再開腹により救命し得た。
腐帯ヘルニヤは生後 2日目の女子でヘルニヤの大きさは 
7x7cm内容は肝臓で Ladd氏手術に準じ一部腹壁欠
損をのこしたまま閉鎖したが心室中隔欠損があり，現在
経過観察中である。
以上われわれの症例を検討するに早期発見早期手術お
よび適正な輸液の確保の重要性を強調したい。 
46. 壁内神経変性揚管の作成とその病態生理
緒方創，横山宏，海保免
本多満，渡辺寛
消化管の壁内神経叢の変性ないし欠如を本態とする疾
患は，特に小児外科の分野で重大である。この病態生理
研究のため犬の腸管を使って実験的に Auerbach神経
叢を破壊し，組織学的な検索， Cholinesterase活性度の
問題，筋電図上の変化を追求した。実験方法は腸管を 
時間濯流し，その後約2分"，30昇宋液で0.002%"，0.001
1カ月生存した犬を実験した。濯流部は潰蕩などの器質
的変化のない場合でも軽度の狭窄が認められ，鍍銀染色
では Auerbach神経叢の節細胞と線維に変性像が明瞭
に示された。この腸管壁に Cholinesterase染色を行な
ってみると non-Specific ChE活性度は正常でも， 
Specific ChE活性度に低下が認められた。活動電位は 
Spike群の発生が減弱，放電間隔がやや不規則な傾向が
みられた。以上の実験結果より，壁内神経変性腸管では
神経組織の Achの減少，腸管運動の減弱，ひいては内
径の狭窄などの所見が起きたと考えられ，上述疾患の病
態生理の一面をうかがい得た。 
47. 体外循環における溶血に間する研究
古謝景春，宮内好正，伊藤治武
島毅
田宮達雄，郡山春男，伊藤力
伊東和人，堀部治男
(国立千葉病院)
溶血は体外循環中の最も不快な合併症であり，高度の
溶血は腎肺に有害なばかりでなく，血液凝集にも変化を
きたす。われわれは今回実験ならびに臨床上体外循環に
おける各種条件下での溶血を観察し， Pluronic F 68， 
Vitamin E など溶血防止剤の効果について検討したの
で報告する。 Disc・Oxygenatorを含む modelcircuit 
での観察では 200C程度の低温は無効であり， Pluronic 
F 68，Vitamin E 前処置群では対照群に比較して，か
なりの効果が認められた。稀釈液の種類による溶血の差
をみるに，ヘマセJレ，乳酸加リンゲル液，低分子デキス
トランなどについてはある程度の溶血防止の効果が認め
られた。
臨床的観察では PlasticSheet Oxygenatorでは 
Disc-Oxygenator に比較して溶血は約 40%の高値を示
20mg "，10し，またいずれの群でも心内吸引血の溶血は 
%高値であった。また PluronicF 68，Vitamin Eな
どの処置群では，溶血防止上臨床的に有効であることを
長日った。 
48. Disposαble Sheet Oxygenator による関心術の臨床
宮内好正，中川康次，伊東治武
島 毅，伊藤健次郎
田宮達男，郡山春男，伊藤力
伊東和人，堀部治男
(国立千葉病院)
フアロー四徴症根治術，人工弁移植，心内膜床欠損症
の根治には回転円板型人工肺を使用，それ以外の比較的
短時間の関心術にはすべて DisposableSheet Oxyge圃 
nator (DSO，使いずて人工肺)を使用している。千葉
大第一外科および国立千葉病院における DSO使用によ
る関心術症例は ASD:12，VSD: 15，VSD+AI: 1， 
PS: 1，フアロー三徴:1，MS+AF: 4の 34例であり，
体外循環時間は 17分"，72分，平均 33分であった。ヘパ
リン血の使用量は 600cc以下であり， 4例ではヘパリ
ン血を全く使用しない，いわゆる無血充填体外循環で手
術を行なった。血液稀釈法の導入により同種血液の使用
量は節減され，同種血症候群その他の合併症は減少し， 
MSの2例で術後軽度の乏尿をみたほかは合併症はな
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く，死亡例もない。体外循環前後の酸・塩基平衡，電解
質バランス，溶血などの成績も満足すべきものであっ
た。 
49. 教室における動脈癌の外科
村上和，常泉吉朗，塚田正男
石黒義彦，伊藤健次郎
最近教室で手術した，胸部大動脈癌 l例，腹部大動脈
癌 l例，頚部動脈癌 2例，膝簡動脈癌 l例の計 5例につ
いて報告する。
胸部大動脈癌は 53才合，下行大動脈上部ののう状の
梅毒性大動脈癌で，肺，胸壁と強く癒着。表面冷却低体
温 (250C)下に，動脈癌の上下を遮断。動脈癌を切開，
切除するこりなく， 12cmのテフロン人工血管を移植し
た。遮断時聞は 69分であった。術後経過は良好で、 35日
目に全治退院した。腹部大動脈癌は 60才♀，腎動脈分
岐部下より総腸骨動脈に至る動脈硬化性の紡錘形の動脈
癌で，常温下に Y字形テトロン人工血管を移植。術後経
過良好で 50日目に全治退院した。頚動脈癖の 2例は，
動脈硬化と外傷によるもので，表面冷却低体温 (270C)
で脳保護をはかり，それぞれ 14分の遮断時間で動脈癌
切除，端々吻合を行なった。いずれも合併症なく全治退
院した。膝胃動脈癌は動脈硬化性で約 4cm切除，自家
静脈移植を行なった。術後 2年後の今日移植動脈は開存
し正常の日常生、活を送っている。 
50. 冠動脈造影法
石黒義彦，村上和，常泉吉朗
各務正障，伊東治武
教室において従来より虚血性心疾患外科療法研究の一
環として冠動脈造影法の研究を行なってきた。現在まで
に心拍停止下造影法，心拍位相同調法などで実験的なら
びに臨床的に検討を加えてきた。その結果，両法とも実
験では末梢まで鮮明な造影像をうることができたが，臨
床例では必ずしも満足すべき所見が得られなかった。
そこで最近 Sonesの方法にならい，選択的冠動脈造
影を臨床 15例に施行した。方法は局麻下に上腕あるい
は股動脈よりカテーテルを挿入，冠動脈口にその先端を
達せしめ，造影剤 5，.，8ccを注入， X線撮影を行なうも
のである。なお心電図を造影剤注入前より連続的に記録
した。
冠動脈造影所見上，狭窄・屈曲・蛇行などの異常所見
を示す部位は，安静時および、負荷心電図所見と一致する
ことを示し，その上心電図で、は解析できなかった病巣の
広がり・程度を明らかにすることができた。なお現在ま 
で重篤な副作用を示した症例は 1例もみられなかった。
51. 冠動脈疾患に対する外科療法の研究
石黒義彦，常泉吉朗，各務正陣
中川康次，島 毅
虚血性心疾患外科療法として内胸動脈心筋内移植術を
実験的に施行した。前下行枝結数同時内胸動脈心筋内移
植術(結染群)では，術後 3カ月以内の造影で 50%に内
胸動脈を心陰影まで追求で、き， 6ヵ月以後の造影でさら
に良好な血管像が得られた。
臨床に近い一定の条件下での内胸動脈心筋内移植術の
効果を検討するため， Casein Plastic Constrictorを作
製し，前下行枝および団施枝の基部に装着すると全例 30
日以内に死亡したが， Constrictor装着同時内胸動脈心
筋内移植術では生存率および術後の回復状態も良好で，
移植血管の効果を示している。
次に Constrictor装着同時内胸動脈心筋内移植術を
結象群とくらべると，移植動脈の開存性，冠動脈との吻
合形成などの点において効果良好であった。漸進的冠動
脈狭窄により，冠血流を漸次減少すると，心筋は絶えず 
O2需要の状態にあり， 圧勾配も大きく，ために移植血
管との聞に吻合ができ易いと考えられる。 
52. 血液透析による末期腎不全患者の治療成績
平林健六，樋口道雄，藤井武夫
田口勝，鈴木伸典
従来，慢性腎疾患による尿毒症は，腎機能の直接の回
復がほとんど望めないために，その治療は姑息的となら
ざるを得なかった。
しかるに，人工腎臓および腹膜濯流による血液透析法
が進歩普及するようになって，慢性尿毒症の治療も新段
階にはいったといえる。
われわれがこれまで、に取扱った慢性腎疾患による尿毒
症々例は 12例で，これらに対し 15回の透析を行なった
が，透析後，神経筋肉症状，胃腸症状，心血管・肺症状，
水分・電解質および酸・塩基平衡異常などの改善された
程度によって効果を判定したところ，著効 l例，有効 5
例で，あとの 6例は不変であった。
したがって，尿毒症々例に対して人工腎臓および腹膜
潅流を反復繰返して使用することは症状改善にかなり有
効であるが，根治的には腎移植の成功が望まれる。
